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「ステハジ」プロジェクトとは



“使い捨ては恥ずかしい” という考え方を通して

誰でも（Everyone） 子供から高齢者・企業・自治体など 、

毎日（Everyday）、どこでも（Everywhere） 少しの意識と行動で、

海洋プラスチック問題や使い捨てから生まれる、その他様々な社会課題を

個人・企業・自治体・団体が一体となって 啓発・実践し

みなさんと共に行動変容に取組むプロジェクトです。

「食品ロス」「衣類ロス」多様な業界が、使い捨ては恥ずかしい ＝ 「ステハジ」 が共通の受け皿になる

「ステハジ」プロジェクト

「さあ、みんなで サステナブル はじめよう」
・・ ・・

・・ ・

「 ス テ ハ ジ 」 プ ロ ジ ェ ク ト “ 使 い 捨 て ” か ら 生 ま れ る 社 会 課 題 の 啓 発



共創「ステハジ」プロジェクト 共創メンバー

企業・団体・自治体との
※05月 30日現在

295



「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの チャレンジ

「ペットボトル50億本削減」
チャレンジ

「みんなで拡げる給水スポット」
チャレンジ



「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの チャレンジ

「ペットボトル50億本削減」
チャレンジ



→

ペットボトル 234億本生産／年

ペットボトル市場 新たな市場

※PETボトルリサイクル年次報告書2021



Reduce
リデュース
ごみを出さない／減らす

Reuse
リユース

Recycle
リサイクル



子供たちは毎日、学校にマイボトル

大人たちは、毎日持ち歩いているのかな？



「ステハジ」プロジェクトが取り組む ２つの チャレンジ

「みんなで拡げる給水スポット」
チャレンジ





今の社会構造（仕組み）
自販機・コンビニでペットボトル購入

新たな日常（未来）
社会貢献型商品で給水

喉が渇いたら
ペットボトルが
生まれる

社会貢献型商品

「社会貢献型製品」の普及でペットボトル削減



自宅が給水スポット

いつでも

出かけるときには

マイボトルに飲み物を給水

学校や職場、スーパー・ドラッグ

など、人が集まる場所で

ボトルの中身が無くなれば

給水できる場所

私の給水スポット みんなの給水スポット私たちの給水スポット

誰でも給水できる場所

どこでも給水が当たり前、

交通・公共施設 /飲食店 /複合施設などが

給水場所へ

「みんなで拡げる給水スポット」チャレンジ



“熱中症予防”対策
2015年以降、５万人を超える人達が緊急搬送されています。

しかし、熱中症は誰でも対策を行えば予防ができます。

その対策の一つに「こまめな水分補給」があります。 給水できる環境は、熱中症対策にもつながっています。

給水スポットが増える事が「夏の社会的健康課題 “熱中症”」の予防啓発



「ステハジ」プロジェクト
取組み紹介



６月８日：６（ロス） ８（ハジ）

「ステハジ」の日とは、“使い捨て”は“恥ずかしい”という考え方を通して

“使い捨て”から生まれる社会課題、「海洋プラスチック問題」「衣類ロス」

「食品ロス」などの解決の為、リデュース（ごみを増やさない／減らす）へ

の行動変容のキッカケにして頂くことが目的です。

日本記念日協会 認定

「ステハジ」の日

日本記念日協会「ステハジ」の日 認定



「ステハジ」プレミアムアンバサダー就任
「 ス テ ハ ジ 」 プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み を 共 に 拡 げ

“ 使 い 捨 て に 頼 ら な い 日 常 （ 未 来 ） ” へ

一般社団法人
Social Innovation Japan

マクティアマリコ

京都大学大学院
地球環境学堂准教授

浅利 美鈴

GENERATIONTIME㈱
エシカルディレクター

坂口 真生

NPO法人
地域環境デザイン研究所

ecotone

太田 航平



「ステハジ」ビーチクリーン 共創メンバーとの開催



フィリピン／インドネシア／ 日本 同時オンライン開催











自 治 体 S D G s 推 進 の 状 況 情 報 発 信 →  体 験 →  新 た な 体 験 の 場

神 奈 川 県 茅 ケ 崎 市 が 毎 年 主 催 す る 、 市 民 が 実 施 す る ビ ー チ ク リ ー ン

( ※ 2 0 2 3 年 6 月 4 日 は 1 6 0 0 名 が 参 加 )

2 0 2 4 年 に 向 け 「 新 た な 体 験 型 の ビ ー チ ク リ ー ン 」 へ





「ステハジ」プロジェクト イベント参加 展示ブース出展



「ステハジ」プラ干狩り疑似体験

楽 し い か ら S D G s を学 ぶ
→ 大 人 ( 家 族 ) へ の SD G s 体 験 と し て 効 果 大 ！

「ステハジ」プロジェクト イベント参加 展示ブース出展

自 分 ゴ ト 化
→ 自 ら 拾 っ た 「 プ ラ ご み 」 で の ブ ー ス 出 展



未来の海のプラスチックごみを知る リアル体験で知る



「ステハジ」プロジェクト イベント参加 展示ブース出展

2 0 2 3 年 4月2 2日 E AR T H DAY ( 地 球 の 日 ) イベント
高 尾 山 ( 世 界一 登山客 が多い )でコ ラボ給 水スポ ット設 置

コロンビアスポーツウェアジャパン主催 E A R T H DAY イベントに参加



「ステハジ」プロジェクト イベント参加 展示ブース出展

アーバンリサーチ主催 イベント T I N Y DA R D E N  F E S T I VA L  2 3





2023年 6月１７日（土） ／ １８日（日）

SDGsサステナブル 無料体験
「ステハジ」プロジェクト

URBAN RESEARCH × 「ステハジ」
UR 専用ボトル （※ボトル代のみ有料）

“使い捨ては恥ずかしい” さあ、みんなでサステナブルはじめよう



大阪・関西万博との共創



「ステハジ」プロジェクトが

「TEAM EXPO 2025」プロジェクト

共創パートナーに登録

大阪・関西万博

見 る だ け じ ゃ な い 、

あ な た が 主 人 公 に な る 万 博 が は じ ま り ま す 。
「 T E A M  E X P O  2 0 2 5 」 は 多 様 な 人 た ち が チ ー ム を

組 み 、 多 彩 な 活 動 で 大 阪 ・ 関 西 万 博 と そ の 先 の 未 来 に

挑 む 、 み ん な が つ く る 参 加 型 プ ロ グ ラ ム で す 。

「TEAM EXPO 2025」は大阪・関西万博の公式プログラム

「ステハジ」プロジェクト と 2025年 大阪・関西万博



大阪・関西万博会場イメージパース

「ステハジ」プロジェクト共創対談 ～2 0 2 5年大阪・関西万博に向けて～

公益社団法人2025年日本国際博覧会協会
機運醸成局長 堺井啓公

株式会社 OSGコーポレーション
代表取締役社長 山田 啓輔

「ステハジ」プロジェク × 2025年 大阪・関西万博 対談



大阪・関西万博会場内
ベストプラクティスエリアの出展に向けて



「ステハジ」プロジェクト
公式インスタグラムが
いよいよスタート！

さあ、みんなでサステナブルはじめよう！

「ステハジ」インスタQR



“使い捨ては恥ずかしい” という考え方を通して

誰でも（Everyone） 子供から高齢者・企業・自治体など 、

毎日（Everyday）、どこでも（Everywhere） 少しの意識と行動で、

海洋プラスチック問題や使い捨てから生まれる、その他様々な社会課題を

個人・企業・自治体・団体が一体となって 啓発・実践し

みなさんと共に行動変容に取組むプロジェクトです。

「食品ロス」「衣類ロス」多様な業界が、使い捨ては恥ずかしい ＝ 「ステハジ」 が共通の受け皿になる

「ステハジ」プロジェクト

「さあ、みんなで サステナブル はじめよう」
・・ ・・

・・ ・

「 ス テ ハ ジ 」 プ ロ ジ ェ ク ト “ 使 い 捨 て ” か ら 生 ま れ る 社 会 課 題 の 啓 発


